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三酸化アンチモンの粒度と透明性 
 

 三酸化アンチモンは広く難燃助剤として用いられていますが、古来より白色顔料として用いら

れていたこともあり、場合によってはその顔料的な特性が問題となることもあります。 ここでは三

酸化アンチモンの粒度と透明性についてお知らせします。 
 

方法 
ＰＶＣ    １００部     混練     プレス      ヘーズ測定 

ＤＯＰ     ５０部  → １５５℃ → ０．２mm  →  ＨＧＭ－２Ｄ   

安定剤      ３部                     スガ試験機 

三酸化アンチモン －  

 

結果 
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このように樹脂の透明性は三酸化アンチモンの粒度に依存しますので、その選定には注意が必

要です。 

製品色調が白色系の場合は PATOX-MF あるいは PATOX-M、逆に鮮明色を必要とする場合に

は PATOX-L あるいは PATOX-P が好適といえます。 

 

 

 
 

※記載データは弊社試験方法による実測値の一例であり規格値あるいは効果の保証値ではありません。 
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